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平成３１年第１回（１月定例）教育委員会 
 

１ 日 時  平成３１年１月２３日（水） １６時３０分～１７時４０分 

 

２ 場 所  諫早市役所 ７階 ７－１会議室 

 

３ 出席者  教育長  西村 暢彦 

委 員  緒方 正親 

       委 員  秀島 はるみ 

       委 員  大石 竜基 

委 員  宮本 峻光 

 

 

４ 会議に出席した事務職員 

       教育次長      井上 良二 

       教育総務課長    田島 正孝 

       学校教育課長    福元 英典 

       生涯学習課長    藤山 誠治 

       文化振興課長補佐  坪内 理子 

 

５ 議題 

 教育長の報告 
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１６時３０分開会 

議事録署名人の指名 

 

 緒方委員と宮本委員を議事録署名人に指名 

 

議事録の承認 

 

○ 平成３０年第１３回（１２月定例）教育委員会の議事録について 

事務局より一部修正の提案 

一部修正して可決 

 

教育長等の報告の要旨 

 

１ 教育長の報告 

○平成３１年諫早市成人式について 

１月１３日に行われた成人式では、出席者数１，０７３人で８２．１％の

参加率であった。いい成人式だったと思った。西陵高校のマーチングは素晴

らしかった。 

〇手をつなぐ育成会 成人祝賀会について 

諫早市成人式の同日、午前中に手をつなぐ育成会の成人祝賀会が行われた。

今年は対象が１人であった。とても温かみのある祝賀会であった。 

〇伊能忠敬没後２００周年記念事業「多良海道における一里の計測学習」につ

いて 

１月１５日に、伊能忠敬没後２００周年記念事業「多良海道における一里

の計測学習」が「あけぼの会」の主催で行われ、参加した。高来西小学校の

６年生と湯江小学校の６年生が、湯江一里塚に向かってそれぞれ反対側から

一里歩いて計測するといった内容。歩数や歩いた時間、ロープを使って計測

してみて、伊能忠敬を偲びながら学習が行われた。 

〇第１９回諫早市中学生・高校生文芸コンクールについて 

１月１９日に、芸術文化連盟主催の第１９回諫早市中学生・高校生文芸コ

ンクールが行われ、参加した。随筆、詩、短歌、俳句の部門で６，９９３点

の応募作品があり、実行委員長も大変喜んでいた。芸術文化連盟が、多くの

先人たち、文化が広がる諫早市を大事にしようとされており、いいコンクー

ルだと感じた。 
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《教育長の報告に対する質問・意見》なし 

 

 

２ 教育次長の報告 なし 

 

 

《教育総務課長の報告》 

 〇学校給食交流会について 

 〇総合教育会議議事録について 

 

《学校教育課長の報告》 

 〇市立小中学校卒業証書授与式について 

  中学校：３月１４日 小学校：３月１９日 

 〇運動部活動ガイドラインについて 

[委員] 

外部コーチについて、コーチとしての資格を教育委員会で把握しているか。 

[学校教育課長] 

把握まではしていない。 

[委員] 

スポーツ少年団や日本スポーツ協会などの資格があり、スポーツ界がコー

チ資格を取らせるようにやっているので、そういった資格を持っている人を

優先してコーチにするようにしてほしい。 

[委員] 

いま、外部指導者が足りているのかどうか、資格を持っていないと指導が

できないという状況にあるのかどうか。以前は、保護者の中から無理を言っ

て１年間やってもらったりしていたこともあり、そういった人に資格を取ら

せるとなると、クラブをする子どもたちの門戸が狭くなっていくことはない

のか気になる。 

[委員] 

以前は、講習会に出席しないといけなかったが、今はＥ-ラーニングで資格

を取ることもできる。一番の問題は、小学生に大人が口汚く罵っている状況

があるということ。今は、どこからでもカメラが構えているから、気に食わ

ないときにそれを表に出される。 

[委員] 

プロ野球の筒香選手も言っていた。指導者の資質の低下だとか感情的にな

ることなど。 

[教育長] 

中学校と小学校は異なっており、中学校は学校の部活動で担当の先生が付
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く。コーチについては、委員が言ったことが理想だと思う。小学校では社会

体育なので、指導方法が気になっても声も手も出せないのが現状である。こ

のあたりの指導者育成はどうやって行くのかとういことは大きな課題である。 

[委員] 

小学校のクラブでも試合などに行くときは、強いチームほどバスでいろい

ろな場所に出かけていく。もし何か事が起こったときに、学校長は把握して

いたのか、教育委員会はどうしていたのか問われることになったら、社会体

育だから知らなかったで済ませられるのかどうか。 

[学校教育課長] 

中学校の部活動は、週末の練習や試合について、校長に計画の事前提出と

週明けには報告をしているので把握できている。小学校は社会体育なのでそ

れができない。各クラブでは、誓約書をとったり保険を掛けたりしているよ

うであるが、ボランティア的な面が多いのが実態ではないかと思う。確かに

小学校は難しい。 

[教育長] 

そこをどうやっていくかを考えないといけない。責任の有無の前に、子ど

もたちの教育といったことを考えないといけないが、手が届きにくいのが現

状。 

 

《生涯学習課長の報告》 

 ○地域こども教室の現状について 

[委員] 

実際の活動を、メディアを活用して報道するなどされているのか。 

[生涯学習課長] 

これまでは行っていないので、機会を見てお願いしたいと思う。 

[委員] 

ぜひやってみてほしい。 

 

《文化振興課長の報告》 

 〇出張どこでも学芸員の取り組みについて 

[委員] 

今年度の出張はどれくらい行っているのか。 

[文化振興課長補佐] 

喜々津東小学校に１回、琴海中学校は出張が２回と報告会に１回呼んでも

らった。 

 〇眼鏡橋架橋１８０年を記念した取り組みについて 
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その他 

 

教育総務課長  

定例教育委員会の日程について説明 

 

１７時４０分閉会 

 


